
学校教育目標  「かしこく ゆたかで たくましい子ども」 
ｑｗａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生が１０月に実施した岩手県小学校学習定着度状

況調査の結果についてお伝えします。 

〈各教科の平均正答率〉 

 国語 社会 算数 理科 

岩手県 ６１．１ ７０．８ ５８．０ ６４．７ 

雫石小 ５５．１ ６９．４ ５５．９ ５９．０ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度は，全ての教科で岩手県平均正答率を下回る

結果でした。 

〈本校が重点にしていた領域・観点の目標と達成状況〉 

国

語 

漢字や言葉のきまりの問題の正答率７７％以上 

６８．６％で達成できず 

社

会 

資料を読み取って文章で答える問題の正答率 

７０％以上  ６９．５％で達成できず 

 

算

数 

図形の問題の正答率７０％以上 

４０％で達成できず 

数や計算の問題の正答率７５％以上 

６０．４％で達成できず 

理

科 

観察や実験の仕方・器具の使い方の問題の 

正答率６０％以上  ６１．１％で達成 

※２８・２９年度の諸調査の結果から本校児童の正答率が 

 よくなかった領域等を重点にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の５年生の結果から，多くの課題が見つかり，私達

の指導方法を見直していく必要を感じました。いくつか

の課題とその改善案は，下記の通りです。 

※改善案については，校内で検討を行い，再度お知らせ

いたします。 

 

【課題】 

●５年生の問題より３・４年生の問題の方が，正答率が

低かった。 

●無解答率（何も書かない率）が上昇した。最後まで

やり切ることができずに無解答になった問題も多

かった。 

 ●児童質問紙に「授業の内容はよく分かりますか。」

という質問で，どの教科でも「よく分かる」「だいた

い分かる」と回答した児童が合わせて９０％以上だ

ったが，正答率につながらなかった。 

 

 

【改善案】 

◯家庭学習で定期的に３・４年生の内容も課題とする。 

◯授業での音読の時間をさらに確保し，すらすら読め

るようにする。また，読書の取組を強化する。 

◯授業の中で，たっぷり練習問題に取り組んだり，文

章で学習したことをまとめたりする。 

 

上記の他にも，学力向上の取組を見直していく必要が

ありますが，次の２つが柱になると思います。 

１つ目は，前の学年の学習内容を繰り返し復習するこ

とです。朝学習の内容や家庭学習の進め方を見直し，復

習の計画をし，実践していきます。 

２つ目は，諸調査の結果も意識した「分かる授業」に取

り組むことです。児童に学ぶ楽しさを感じさせながら，本

校児童の苦手としている学習内容について，より理解が

深まるような授業を目指していきます。 
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〈児童質問紙の結果から・５年生〉 

県の児童の分布と比較して，本校児童の心が豊かに

育っていることが以下の設問への回答の様子から分か

りました。（そう思う子の％、どちらかといえばそう思う子の％） 

ɪഁࠓἼᜊἠἿὀඌἨἕἹ৩ἕἪἜƘΏ

（本校７８％、１２％、県５１％、３７％） 

ɪ၈Ζὣ಄ἸὕὛἣἷẫὝἨἜἴἰἤἹὀἓὛἪ

ἜƘΏ Ώ Ώ Ώ Ώ （本校８５％、１３％、県７１％、２２％） 

ɪᔬԋἼὀὙἕἹἤἝἓἹ৩ἕἪἜƘΏ

Ώ Ώ Ώ Ώ Ώ Ώ Ώ Ώ （本校３７％、５０％、県３３％、４５％） 

ɪҪᄀὕὠὛἿαὀẫἓἻἰἿὙἕἹἤὣ៍ὒἷἠὝἷ

ἕἹ৩ἕἪἜƘΏ

（本校４３％、５３％、県３６％、４４％）Ώ

 ɪొใἿංἸẫ಄Ἴࠓᑹӈ࠻ὣଭὛ᥆ໄՠὣὙἠ

ᜊἴἷἕἹ৩ἕἪἜƘΏ

        （本校５８％、３２％、県４９％、３７％） 

これからも仲間と協力しながら学校生活が充実した

ものになるように，一緒に頑張っていきたいと思います。 

 

 

 

 

  

１１月１９日からの５日間，全校で２学期の家庭学習強化

週間に取り組みました。取組終了後，家庭学習カードで

児童の頑張りを確かめました。どの学年も重点を意識し

て進んで取り組んだことが表れていました。取組結果の

全体的な傾向は次の通りです。 

 

【十分に達成できたところ】 

  ●自分で決めた学習時間を守ったこと 

  ●宿題や音読を忘れずに学習したこと 

  ●次の日の準備をしたこと 

 

【さらに頑張ってほしいところ】 

  自己評価やおうちの方の評価で△や×が付いた項目 

  ●テレビを消して学習に取り組むこと 

●文字を丁寧に書くこと 

   

 家庭学習カードから，みんな自分で決めたことや守ら

なければならないことを毎日意識して取り組んだこと

が分かり，嬉しくなりました。 

さらに，おうちのみなさんから「自分で進んで学習し

ていた」「家に帰ってきて，すぐに学習に取り組んだ」

「集中して取り組んでいた」というコメントが多く書かれ

ていました。１学期よりも進んで家庭学習に取り組んだこ

とが，ここからも分かりました。 

おうちのみなさんからは，「いつも家庭学習強化週間

のように家庭学習をしてほしい」というコメントもありま

したので，学校でも継続して指導していきます。 

児童みんなの頑張りもありますが，おうちのみなさん

のご協力や励ましも大きかったと思います。ありがとう

ございました。冬休み中の学習につきましても，お子さ

んへの励ましをお願いしたいと思います。 

 

 

 

 雫石町教育振興運動の第２回ノーゲームデーが，１１月

２１日（水）町内全ての児童・生徒を対象に行われました。

本校でも家庭学習強化週間期間中に取り組みました。 

結果は次の通りです。 

学 年 達成率 

１年生 １００％ 

２年生 ９６％ 

３年生 ９３％ 

４年生 ９８％ 

５年生 ９２％ 

６年生  １００％ 

学校全体  ９６％ 

今回は，１・６年生が１００％を達成しました。立派です。 

次年度は，全校で１００％を達成できるようにしたいと

思います。 

 ゲームやインターネットの利用が，絶対に駄目という

わけではありません。利用時間について，ご家庭で話し

合い，１日の時間を有効に使えるように考えてほしいと

思います。児童用の「冬休みのくらし」には，ゲームは１日

１時間以内となっています。有意義な冬休みにしてほし

いと思います。 

  


